
将軍

足利一門

管領
侍所頭人

外様衆（名門の家臣） 番頭（番衆のまとめ役） 番衆（軍事・警備担当） 奉行人（行政担当） 側近（取次役・使者）

吉見義隆 畠山政近
（四番衆番頭）
桃井政信カ
（二番衆番頭）

藤民部政盛、久下政光ほか
四番衆
（もともと番衆は一～五番
に分かれて将軍に仕えた）

飯尾之秀
慈倫
諏訪長直

一色視元
一色駿河守
一色三郎
種村視久
伊勢貞仍

公家

当主（尾州家） 射水郡・婦負郡守護代 新川郡守護代 砺波郡守護代

畠山尚慶 神保長誠・慶宗 椎名慶胤 遊佐慶親

来訪した
文化人

万里集九（詩僧）　飯尾宗祇（連歌師）　柴屋軒宗長（連歌師）　猪苗代兼載（連歌師）　常光院堯恵（歌人）　法実院印秀（歌人）

放生津幕府へ協力の姿勢を示した大名たち

大名

遠国
白河結城政朝（陸奥）　京極高清（近江）
斎藤妙椿（美濃）　大内義興（周防）
大友義右（豊後）　相良為続（肥後）

近国
畠山義統（能登）　冨樫泰高（加賀）　上杉房定（越後）
朝倉貞景（越前）

なし
（義材の将軍就任前から、幕府政治をまとめる管領や京都警備の総責任者である侍所頭人は欠員が続いていました）

祝渓聖寿（曇華院主、義材妹）

足利義材

放生津幕府に集う人々

奉公衆

阿野季綱　松殿忠顕　飛鳥井雅康　日野某　広橋某

越中守護家


